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中学校社会科における物語を導入したカリキュラム開発の試み 
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 千葉大学教育学部授業実践開発研究室では、千葉大学教育学部附属中学校において選択教科の講座を担当して
いる。生徒の興味関心を高めるために、2013 年度後期に物語を導入した選択数学のカリキュラムを実施した。
同研究室では、2014 年度より選択社会科の授業を行うことになり、社会科においても物語を導入したカリキュ
ラムを実施することになった。そこで、本研究は、筆者の視点から授業内容の開発、物語の構想と作成、一部授
業の実践について記述し、社会科の授業において物語を導入することに対する示唆を得ようとした。その結果、
社会科に物語を導入することで、生徒の授業への興味関心に一定程度寄与することが見て取れた。一方で、物語
作成における授業者の負担、社会科授業における物語の設定と展開、物語の提示方法について、課題があること
が示唆された。 
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1. はじめに 
 
 千葉大学教育学部授業実践開発研究室（以下、授業実
践開発研究室）では、2011 年度より千葉大学教育学部
附属中学校での 3 年生選択教科で数学の講座を開設し
ている。授業実践開発研究室の講座は、研究室の藤川大
祐教授、大学院生、学部学生がチームとなって、授業を
開発し、実践している。講座の内容は、数学と社会がつ
ながっていることを実感できるような内容を取り上げ
ている。なお、千葉大学教育学部附属中学校では、2・
3 年生に選択教科が週 1 時間設置され、前期・後期ごと
に約 15 ある講座の中から、生徒は興味関心に応じて、
講座を選択する。 
2013 年度後期の講座では、教育内容だけではなく、
学習方法や演出にも着目して、授業を工夫することにな
った。講座の名称は、「ゲームで学ぶ数学 ～時空少年探
偵ワタル Season1～」である 1。 
この講座では、ゲーム学習という学習方法を用いるこ
とにした。また、時空を巡るオリジナルの探偵の物語を
取り入れた。探偵をテーマにした理由は、中学生にもな
じみやすく、ミステリーを解決していく中で数学の問題
を絡ませることができると考えたからである。また、登
場人物が過去や未来にタイムスリップをしたり、謎の人
物から手紙が届いたりするなどの演出を加え、生徒が飽
きないように工夫を凝らした。2 
このように物語という演出を加え、生徒が興味を持ち
やすい授業単元を作成し、楽しみながら学習できるよう
な講座を開設した。 
なお、授業に物語を導入した先行研究として、ゴール
ベースシナリオ（GBS）理論がある。GBS 理論とは、
根本・鈴木（2005）によると、「行動することによって
学ぶシナリオ型教材を設計するためのインストラクシ
ョナルデザイン理論であり、R. C. SCHANK によって
提唱された」と述べられている 3。日本でも近年活用さ
れてきており、研究が進んでいる。 
GBS 理論では、学習者が主人公となり、様々な問題
を解決していくという物語が展開される。その問題を解
決する場面において、学習者がスキルを使用し、必要な
関連知識を使用することになる。このような過程は「シ
ナリオ操作」と呼ばれている。「シナリオ操作」により、
学習者はスキルを使用したり、関連知識を活用したりす
るため、GBS 理論では物語の展開そのものが教育方法
として位置付けられていると捉えられる。一方で、本研
究で扱う物語は教育内容や教育方法を妨げない程度の
演出として位置付けている。本研究における物語と、
GBS 理論の物語はその点が異なっている。本研究では
演出における物語に焦点を当てて、論を進めることとす
る。 
2014 年度からは、3 年生選択教科にて、授業実践開
発研究室による社会科の講座を開設することになった。
2013 年度後期の数学の講座を参考に、社会科でも別の
物語を導入した講座を開設することにした。 
 
2. 研究の目的と方法 
 
 本研究の目的は、物語を導入した中学校社会科のカリ
キュラムを開発し、2014 年度前期の千葉大学教育学部
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附属中学校における 3 年生前期選択教科にて実践する
ことを通して、社会科授業における物語の作成および物
語を導入した授業実施の有効性と課題ついての示唆を
得ようとするものである。 
 本研究では、主に授業や物語を作成した筆者の視点か
ら、授業内容の開発、物語の構想と作成、一部授業の実
践を中心に授業を開発し、実践する過程を記述する方法
を取る。その際、授業を担当する太田と城の二名が記述
の内容について検討を行うことで、できる限りの客観性
を担保するようにする。この方法では客観性が十分でな
い可能性もあるだろう。しかし、開発と実践を行った過
程を報告することが、後に役立つことを考え、論を進め
ることにしたい。また、生徒によるアンケートを実施し、
考察を行う。 
 
3.授業内容と物語の開発 
 
3.1. 講座の概要と授業内容について 
 2014 年度前期、千葉大学教育学部附属中学校の選択
教科は全 13 時間設定された。1 単位時間は 45 分であ
る。本研究室が担当する講座の名称は「データで読み解
く社会」である。本講座は、現代社会で話題になってい
る出来事について、データを読み解いて学習していく講
座である。 
 なお、千葉大学教育学部附属中学校の選択教科では、
学期のはじめに、学年全体に対して、講座の担当者が講
座の概要やアピールポイントを簡単に説明するオリエ
ンテーションの時間が設定されている。その説明を聞い
た後に生徒は希望する講座を決定する。なお、オリエン
テーションの際、簡単に各講座の概要がまとめられてい
るプリントが配付される。生徒に配付された本講座の概
要は以下の通りである。 
「リニア中央新幹線のルートが検討されているけ
ど、開通したら私たちの生活はどのように変わる
の？」「ブラック企業とかよく聞くけど、私たちの
将来はどうなるの？ 楽しく働く方法は？」 
この講座では、このようないま話題になっている
ニュースについて、データを読み解いて学習してい
きます。とある中学校の部活動メンバーが繰り広げ
るストーリーに沿って、楽しく授業を進めていくの
で、社会科の得意・不得意に関係なくオススメです。
世の中の不思議をひも解く面白さをこの講座で実感
しましょう。この講座は、新しい授業の開発を研究
している千葉大学教育学部・藤川大祐教授の監修の
もと実施します。 
 
 このように、生徒に配付したプリントでは、現代社会
で話題になっている出来事として、2 点扱うことを説明
した。1 点目は、リニア中央新幹線 4等の交通のルート
形成とルートの開通によりどのような社会変容が起き
るかについてである 5。2 点目は、日本の働き方の問題
点についてである 6。また、物語に沿って学習していく
ことも伝えた。講座の説明は太田が行った。 
なお、本講座の授業者と授業内容は以下の通りである
（表 1）。 
 
表 1 「データで読み解く社会」授業者と単元 
回 授業者 単元名 
1～2 太田 データを読み解くコツ！ 
3～8 太田 交通網の発達と社会の移り変わり 
9～13 城 よりよい働き方を実現するためには…？ 
 
このように、交通のルート形成と社会変容についての
授業者は太田であり、単元名は「交通網の発達と社会の
移り変わり」とした。また、日本の働き方の問題点につ
いての授業者は城であり、単元名は「よりよい働き方を
実現するためには…？」とした。 
また、これら 2 つを扱う前に、データから正しく推
論できるようになるために、新聞記事の主張のおかしい
ところを考え、因果関係や相関関係について学習する単
元を 2 時間設定した 7。 
なお、1 回目の授業の前に、オリエンテーションと希
望調整会が行われる。 
 
3.2. 物語の構想と作成 
3.2.1. 物語の舞台とキャラクター 
 前述のように本講座は物語に沿って授業が展開され
る。本節では、物語の構想と作成について述べる。 
 まず、物語の舞台は、架空の中学校における部活動（
友城
ゆうじょう
学園中学校・社会研究部）とした。中学校の部活
動であれば、生徒は物語を理解しやすく、キャラクター
の言動に共感しやすいと考えたからである。また、本講
座では、現代社会で話題になっている出来事を扱うため、
部活動の種類としては、社会についての研究を行う「社
会研究部」が妥当だと考えた。 
 また、1 章で記述したように、数学の講座「ゲームで
学ぶ数学 ～時空少年探偵ワタル Season1～」では、ミ
ステリーを解決する中で数学の問題を解く場面が出て
くる。これは、ファンタジーの世界の中で数学の問題を
解くことになる。しかし、社会科の場合は、現実社会を
ありのまま認識をする必要があるため、ファンタジー要
素が大きいと現実社会の認識を妨げることになってし
まうと考えられる。したがって、中学校の社会研究部と
いう物語に沿って展開を行うものの、社会認識の妨げと
なるようなファンタジー要素は排除することにした。そ
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のため、部活動の部員が現実社会で問題となっているこ
とを調査するというような物語の展開とした。 
 なお、学校名は、実際には存在しない校名で、覚えや
すそうな響きの名称がいいと考え、「友城学園中学校」
とした。この名称は、学園ものの漫画に出てくるような
学校名だと思い、ふさわしいと考えた。 
 物語のキャラクターは、部活動の部員 3 名と顧問 1
名とした。あまり、キャラクターが多すぎると、生徒も
キャラクターを把握するのに苦労してしまう。だが、部
員数が 1 名や 2 名だと部活動の活動として成立しない
と思われる。そのため、上記の人数で決定した。 
 キャラクターの名前は、部員は「安土くん」「青葉さ
ん」「サラ」、顧問は「姫路先生」とした。名前の決め方
は、安土くん、青葉さん、姫路先生の苗字は、社会科の
講座ということもあり、日本の城にちなんだ名前とした。
サラはオランダ人でよくある名前を採用した。 
キャラクターには物語の展開上、いくつかの特徴を設
定した。ここで、1 名ずつ特徴を記す。なお、表 2 は、
講座調整会の際に本講座を受講することが決定した生
徒に配付したプリントに書かれているキャラクターの
自己紹介の文である。 
1 人目の安土くんは、主人公であり、社会科好きの 2
年生という設定にした。 
2 人目の青葉さんは、部長であり、人数の少ない社会
研究部の部員数を増やそうとしており、責任感があると
いう設定にした。 
3 人目のサラは、日本に来たばかりのオランダから留
学生であり、好奇心が旺盛で日本のことをもっと知りた
いと思っているという設定にした。 
4 人目の姫路先生は、社会研究部の顧問であり、コー
ヒーを飲みながら新聞を読んだり、社会に関する気にな
るデータを収集したりする社会科教師の設定にした。姫
路先生には、困ったときのヘルプキャラ（解説役）とし
ての役割も担わせた。 
 
表 2 キャラクターの自己紹介の文章 
キャラ
クター 
自己紹介の文章 
安土
くん 
2 年の安土です！ 
僕は社会科が好きで、社会研究部に所属して
いるよ。この部活は人数は少ないけど、なん
だかんだで楽しく活動しているんだ。10 月に
文化祭があって、部活で研究発表するんだけ
ど、みんなで何を研究しようか迷っているん
だよね… 
とりあえず、他のみんなにも自己紹介しても
らおう！ 
青葉
さん 
3 年の青葉です。私が社会研究部の部長をし
ています！ 
この部活は人数がもともと少ないのに、今年
は 1 年生が入部しなくて、廃部の危機… 
だけど、なんとかそれを阻止すべく、研究発
表をがんばって、部員を増やしたいと思って
います。 
みんな、よろしくね！ 
サラ 
こんにちは！ 2 年のサラです。 
オランダから日本に来て、2 年目の留学生で
す。 
だんだん日本にも慣れて、日本語も使えるよ
うになったけど、まだまだ日本のことがよく
ワカラナイ！ 
アオバさんに「社会研究部に入ったら、日本
のことが分かるようになるよ」って言われて、
入部したの。 
これから、もっと日本のことを知りたいなー。 
姫路
先生 
友城学園中学校で社会科の担当をしている姫
路と申します。社会研究部の顧問も務めてい
ます。 
コーヒーが好きです。コーヒーを飲みながら、
新聞を読むととっても落ち着きますね。 
社会について調べるために、いつも気になる
データを収集していて、授業や部活動で活用
していますよ。 
 
なお、キャラクターの上半身部分のイラストは図 1
の通りである。なお、イラストは千葉大学教育学部生の
平田菜瑠氏に作成を依頼した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 物語に登場するキャラクター 
（左上が安土くん、右上が青葉さん、左下がサラ、右下が姫路先生） 
 
なお、物語には、ヒントを与えるなどの補助的な役割
や生徒に授業への親しみを持ってもらえるようなささ
やかな演出の役割を担わせる。物語の展開よりも授業内
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容と授業方法の実施を優先させることとし、それらの妨
げになるような物語は展開しないことにした。 
 
3.2.2. 物語の形式と概要 
 物語は、主に図 1 のようなキャラクターの上半身の
イラストに吹き出しをつけて、キャラクターがセリフを
述べるような形式で展開するようにした。基本的に A4
版プリントに印刷して配付した（図 2）。 
 
 
図 2 プリントに印刷された物語展開の例 8 
 
しかし、プリントを配付してしまうと、先の内容まで
分かってしまうため、必要に応じてスライドに投影して、
先の内容が分からないように工夫した。 
 例えば、図 3 の場合は、教材にある仕掛けが施され
ているのだが、プリントを配付してしまうと、多くのセ
リフが 1 枚のプリントに書かれてしまい、どのような
仕掛けが施されていたのかが分かってしまう。そのため、
スライドを使用して、順番にセリフが出てくるように調
整することにした。 
 
 
図 3 スライドを使用した物語展開の例 
 
 キャラクターの上半身に吹き出しでセリフを入れる
形式は、何度もイラストを描く必要がなく、手間がかか
らない。そのため、この形式を主に採用した。しかし、
セリフだけではなく、具体的な場面の描写が必要な場合
は、平田氏にイラスト制作を依頼して、使用した。 
 
 
図 4 キャラクターがポスター発表をしている場面の
イラスト 
 
 例えば、図 4 は 3 人の部員がポスター発表をしてい
るシーンである。上半身と吹き出しのセリフのみのイラ
ストでは、ポスター発表しているシーンを作り出すこと
が難しいため、別のイラストを使用することにした。 
 次に、物語の概要を記す。物語の詳しい内容は第 4
章で記述するが、ここでは授業実践前から構想していた
概要を記述することとする。 
 友城学園中学校の社会研究部は部員が 3 人のみであ
り、廃部の危機を迎えていた。そこで、10 月にある文
化祭で興味深い研究発表を 2 つ行い、部員数を増やそ
うとしていた。だが、どのような研究発表をするかがな
かなか決まらない。そのような中、姫路先生の読んでい
る新聞記事に間違ったことが書かれていることを知っ
た部員たちは、新聞記事のどのような部分が間違ってい
るかを推理し、データから推論することについて学んだ。
その後、サラが日本の鉄道網がオランダと同様に発達し
ていることに気づき、鉄道網が発達して社会がどのよう
に変化するのかについて気になった。そこで、新たな交
通経路はどのような地点を通るように計画され、私たち
の生活や社会にどのような影響を与えるのかについて
研究することになった。1 つ目の研究が終了した後、部
員同士で、次の研究について話し合っている際にサラが
日本の働き方に関する問題意識を提示した。そこで、
様々な働く人の苦労がある中で、より良く働くことにつ
いて、具体的な事例をもとに研究することになった。そ
して、10 月に文化祭で研究発表を実施し、それに感銘
を受けた 1 年生の部員が入部するところで本物語は終
了となる。 
 この物語は、後期の講座の物語につながる。そのため、
最終回で 1 年生の部員が入部するが、この部員がどの
ような人物で、この後の物語がどのように展開するのか
については、後期に受講した生徒のみが知ることができ
るようにした。物語によって、後期の講座への動機づけ
を行おうとした。 
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3.3. 現実社会の教材化と〈リアリティ―ファンタジー〉
構造 
 3.2.において、物語の構想と作成について述べてきた。
なお、「交通網の発達と社会の移り変わり」と「よりよ
い働き方を実現するためには…？」の単元では、3.2.
で述べてきた物語に加えて、現実社会を教材化すること
で、授業を展開していくことにした。 
 「交通網の発達と社会の移り変わり」の単元では、交
通のルート計画を追体験するシミュレーションゲーム
教材を取り入れた。「よりよい働き方を実現するために
は…？」の単元では、授業の協力者が演劇を行い、生徒
が演劇を見る活動を取り入れた。 
 このように、これらの単元においては、現実社会を研
究する部活動の物語に加えて、それぞれの授業で扱う現
実社会を教材化した。 
これらを、阿部（2014）9が論じる〈リアリティ―フ
ァンタジー〉構造の言葉に当てはめてみたい。まず、各
授業で扱う現実社会（リアリティー）を「交通網の発達
と社会の移り変わり」ではシミュレーションゲーム教材、
「よりよい働き方を実現するためには…？」では演劇と
いった教材（ファンタジー）として、生徒に提示した。
また、それらの教材で提示された現実社会について、部
活動の部員が研究するという物語（ファンタジー）を生
徒に提示した。このように、本研究では、多層的な〈リ
アリティ―ファンタジー構造〉構造を伴った授業を開発
したことになる（図 5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 本研究における〈リアリティ―ファンタジー〉 
構造の図式 
 
ただし、ファンタジー要素を含んだ教材は、社会科で
は慎重に扱わなければならないと思われる。社会科では
現実社会（リアリティ）を厳密に認識することが求めら
れるからである。そのため、シミュレーションゲームや
演劇といったファンタジー要素のある教材だけでは、現
実社会を厳密に認識することはできないことになって
しまう。これらの教材を取り入れた後に、教材では取り
入れられなかった現実社会（リアリティ）について、別
の方法で保管する必要があるだろう。 
以下では、それぞれの教材について詳しく述べていく。 
 
3.3.1. シミュレーションゲーム教材について 
 本項では、現実社会をシミュレーションゲームの手法
を用いて教材化した経緯について述べる。 
 本単元で扱う現実社会は、交通のルート計画について
である。交通のルート計画は、現実世界では長期間を要
する事象であるが、シミュレーション教材化することで
短時間での学習が可能になる。また、模擬体験ではある
が、交通のルート計画を体感的に理解することができる
と思われる。また、ゲーム性を取り入れることで、生徒
は楽しみながら主体的に活動できると考えられる。以上
より、シミュレーションゲーム教材 10を取り入れた。 
 だが、3.3.で述べたように、シミュレーション教材で
は取り入れなかった現実社会の部分を補完する必要が
あると思われる。須本（2012）は以下のように述べて
いる 11。 
 
社会的事象を、一つのシミュレーション・ゲー
ムで完全に説明するには限界が生じる場合もある
ため、他の学習方法と組み合わせ、いろいろな角
度から問題を掘り下げることでシミュレーショ
ン・ゲームの活用に意義が出てくる。 
 
現実社会を厳密に認識するには、シミュレーションゲ
ームだけでは難しい。そのため、シミュレーションゲー
ム教材で学習した後に、教材には含めることができなか
った現実社会の部分を補完する説明を行うことにした。 
 
3.3.2. 演劇について 
本項では、現実社会を演劇の手法を用いて教材化した
経緯について述べる。 
 本単元で扱う現実社会は、就労問題についてである。
就労問題について、直接その問題を扱うのではなく、演
劇の登場人物達が織りなす物語から生徒が就労問題を
実感できるように授業を構成していった。 
演劇の内容は、主人公である佐藤君が就職活動に対し
て奮闘していく姿を、就職活動に苦戦しているもののプ
ラス思考の金丸君や、しっかり者で就職活動も上手くい
っている奥田さんを対照としながら描かれたものにな
っている。 
演劇は、本単元の 1 時間目の一部のみで扱った。2 時
間目以降は、劇に登場した人物が就職活動を終えて、会
社に勤めながら出会うあらゆる困難について、部活動の
物語の世界に悩み相談の手紙を送り、その手紙の内容に
中学校の社会研究部の物語 
シミュレーション 
ゲーム教材 
演劇 
交通の 
ルート計画 
就労問題 
ファンタジー 
（物語） 
ファンタジー 
（教材） 
リアリティ 
（現実社会） 
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ついて返信できるよう生徒が提示された問題について
考え、返信するといった設定をした。このように、生徒
が 1 時間目の劇で目にした登場人物達と、手紙のやり
とりを相互に行いながら、授業が展開し、物語が進んで
いくようにした。 
 これらについては、生徒が就労問題について共感でき
るための手立てとして行った。生徒にとって、労働者と
して働くことは身近なことであるとはいえない。よって、
就業問題について直接扱ったとしても、問題を実感する
ことが難しいと考えられる。そこで、就労問題を直接扱
うのではなく、劇の登場人物が就労問題に悩まされてい
る姿を生徒に見せることによって生徒から劇の登場人
物への共感を得ることをねらいとした。また、劇に登場
した人物と生徒が手紙のやり取りを行うことによって、
より登場人物達への共感する意識を高めながら就業問
題について考えられるであろうと想定し、このような設
定を試みた。 
 なお、演劇に取り入れられていない現実社会を補完す
る方法として、データを示して説明するなどの別の方法
も授業で取り入れた。 
 
4. 授業実践と物語展開の例 
 
4.1. 単元「交通網の発達と社会の移り変わり」におけ
る物語 
本節では、講座のうち、「交通網の発達と社会の移り
変わり」の単元の 3～4 時間目における物語の展開と意
図を記述する。 
（ ）内はナレーション部分、「 」内は吹き出しに
よるセリフ部分である。 
まず、3 時間目の導入部分の物語を記述する。 
 
第 9 話「交通網の発達と社会の移り変わり」 
安土：（10 月の文化祭で研究発表する内容が決まら
ず、もう 1 か月。2 つぐらい発表したいから、そ
ろそろ 1 つは決めたいと思って、3 人で話してい
るところです。） 
サラ：「ワタシ、気になることあるんだけど… オラ
ンダと同じように日本は鉄道のネットワークがと
ても発達していますネ。鉄道みたいな交通ネット
ワークが発達して、私たちの生活はどのように変
わってきたのかしら。」 
青葉：「そういえば、新聞でリニア新幹線の名古屋ま
でのルートが決まったって書いてあったのを見た
わ。」 
サラ：「オモシロそう！ でも、リニアが開通するの
って未来のことだけど、どうやって調査すればい
いのかしら？」 
（僕たち３人は姫路先生に相談してみることにし
た。） 
姫路：「なかなか面白いことに目をつけましたね。で
は、リニアについて考える前に、来年 2015 年 3
月、ある新幹線が延伸または開業するのだけど、
次のうちどれでしょう？ 
① 九州新幹線の新鳥栖～長崎 
② 北陸(長野)新幹線の長野～金沢 
③ 北海道新幹線の新青森～新函館(仮称)」 
青葉：「分かったわ。正解は     ね！」 
 
 この場面は社会研究部の部員たちが、文化祭で発表す
る研究内容を話し合っている場面である。オランダから
の留学生であるサラが、日本の鉄道ネットワークについ
て、興味を持ち、疑問を抱くという内容にした。 
この単元では上記のように、物語のほかにクイズを出
題して、生徒の動機づけを行った。 
単元の初回ということもあり、まだ生徒に硬さも見ら
れた。物語の内容について、生徒が大きく反応を示すこ
とはなかった。 
この後、江戸時代の交通のルート計画を行い、生徒は
五街道のうち東海道が最も早く開通したことを知り、3
時間目は終了した。 
4 時間目は最初に、江戸時代の街道がどのような地点
を通るように整備されたのかを確認した後に、物語の場
面を取り入れた。以下に記す。 
 
安土：「街道がどのような地点を通るルートから整備
されたかが分かったね。次は、街道が整備されて、
社会や人々の生活にどのような変化が起きたか考
えよう。」 
（僕たちは、街道が整備される前の社会や生活の様子
についての文章を探してみた。そして、街道が整備さ
れて、社会の様子がどのように変わったのか仮説を立
ててみることにした。） 
 
ルート計画の後、生徒は社会変容について考えていく
ことになっている。その際、つなぎの役割としてセリフ
を入れ、生徒にこの後の学習に対する動機づけをしよう
と考えた。 
 江戸時代の街道が開通した後の社会変容について考
え、4 時間目は終了する。4 時間目の終了時にも物語を
入れた。 
 
青葉：「江戸時代の街道については、これで解決した
わね。先生、慣れてきたので、次は、明治時代の
鉄道と昭和時代の新幹線のマップを手分けして  
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解き明かしてもいいですか？」 
姫路：「いいですよ。明治の鉄道のマップと新幹線の
マップのどちらか片方にある「仕掛け」がしてあ
ります。どんな仕掛けがあるかは解いてみたら分
りますよ。」 
 
 3・4 時間目で江戸時代の街道整備とそのことによる
社会変容について学習した後、5・6 時間目では明治時
代に開通した鉄道や昭和時代に開通した新幹線につい
てのルート計画の学習を行うことになっている。 
 そのため、この場面では次回の授業につながるような
物語展開としている。また、姫路先生のセリフに、教材
に仕掛けが施されている内容を入れた。これは、次回の
授業への期待を高まらせることを意図した。 
 このように本講座では、授業の導入、授業展開のつな
ぎの部分、授業のまとめと次回予告の部分で物語を展開
させた。物語が教育内容や教育方法を妨げないという観
点から、生徒の社会認識に大きく関わる部分では物語は
展開させないことにした。 
 
4.2. 単元「よりよい働き方を実現するためには…？」
における物語 
（ ）内はナレーション部分、「 」内は吹き出しに
よるセリフ部分、◆は特筆事項である。 
まず、11 時間目の導入部分の物語を記述する。 
 
安土：「佐藤さん、ちゃんと切り替えられたみたいだね。」  
青葉：「そうね！でも頑張ったけど、非正規の社員に
しかなれなかったみたいね。」 
サラ：「非正規ってなんですか？非正規だと家族を持
てないのですか？」 
（非正規社員という言葉はよく聞くけど、、、詳しい
話を姫路先生に聞いてみることにした。） 
  
ここで登場する佐藤さんとは、9 時間目の授業の中で
実演された就活劇に登場した人物である。上記の物語は、
佐藤さんが 9 時間目の授業で就職活動が上手くいかな
かった状況からどのようになったのか、佐藤さんから生
徒へ手紙で近況を報告したところで、提示したものであ
る。手紙の中には、非正規雇用の社員になってしまった
という佐藤さんの状況が示されており、この物語の部分
では、その非正規雇用の社員とはどのようなものか授業
の中で調べて行く導入部分にもなっている。 
 また、以下の物語も挙げる。 
 
第 4 話「より良く働くためには•••？」 
—金丸家を救え 編— 
サラ：「金丸さん、無事内定が決まったようでよかっ
たね！」 
青葉：「そうね！お仕事も順調そうで何より！でも奥
さんのことが心配ね。」 
安土：「奥さんのこと、僕らで解決できるなら是非協
力したいけど・・・僕らの研究発表の「働く事に関
する」にあんまり関係なくなっちゃうような・・・」  
（すると、姫路先生は新聞から目を離し、にこりと微
笑みながら私達の方へ歩いてきました。） 
姫路：「みなさん、まさに「働くことに関する」新た
な発見ができますよ！金丸さんの奥さまの悩みを解
決する方法を、皆さんで探してアドバイスしてあげ
ましょう。」 
サラ：「奥さんの悩みが、働くことに関係するのデス
カ？面白ソウ！」  
安土：「そうか！何事にも関係があるんだよな！ 二人
のためになるアドバイスを考えよう！」 
（こうして僕たちは金丸さんの奥さんの悩みを解決す
るアドバイスを考えることにした。） 
青葉：「でも、情報を集めないと何もアドバイスでき
ないわ。それぞれ調査してみましょう！」 
（ということで、僕らは分担して情報収集をし、 
集めて来た情報を交換しながらアドバイスを考え 
ることにした。） 
 
金丸さんとは、9 時間目の授業の中で実演された就活
劇に登場した人物である。上記の物語は、金丸さんが 9
時間目の授業で行った就職活動からどのような状況に
なっていったのか、金丸さんから生徒へ手紙で近況を報
告したところで、提示したものである。手紙の中には、
最近金丸さんの奥さんは元気がなく、金丸さんが困って
いるといった状況が示されており、この物語の部分では、
その金丸さんの悩みを解決していこうといった学習課
題を生徒に持たせる役割にもなっている。また、ただ元
気がないといった状況だけでは何もアドバイスができ
ないため、物語の登場人物達が集めて来た情報をもとに、
生徒が就活劇に登場した金丸さん宛に手紙を書くとい
う授業展開と行った。 
 以上のように、9～13 時間目における物語においては、
実在する人物が就職活動を経て就職し、結婚、出産とい
った成長していく過程を描き出し、且つその人物とのや
り取りができるような役割を担わせた。学習活動として、
単に非正規雇用の社員の待遇について学んだり、解決策
について考え、書き出す活動を行ったりするのではなく、
架空の世界ではあるものの就活劇に登場した実在する
人物の立場に当てはめて学習したり、彼らに向けて手紙
を書くといった活動をすることによって、生徒の興味関
心を高めようと意図した。 
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5. アンケート結果 
 
5.1. 単元「交通網の発達と社会の移り変わり」におけ
るアンケート 
 第 3 回～第 8 回の単元「交通網の発達と社会の移り
変わり」の事前・事後アンケートにて、生徒に物語を導
入した授業について興味が高まるかについての項目を
加えた。生徒数は 5 名と少ないが、参考となる部分も
あると思われるので、アンケート結果から考察を行う。 
 事前・事後アンケートの結果は以下の通りである。な
お、事後アンケートのみ、理由を記述してもらったが、
時間の都合上、無記入が多くなっている。また、それぞ
れの生徒の回答の変化を見たかったため、生徒の回答を
アルファベットで示すことにする。 
 
Q. この講座はストーリーに沿って授業が進められて
います。ストーリー12があることで、授業への興味へ
の興味が高まりますか？ 
 
●事前アンケート 
① とても高まる・・・・・4 人（生徒 A、C、D、E） 
② やや高まる・・・・・・1 人（生徒 B） 
③ あまり高まらない・・・0 人 
④ 全く高まらない・・・・0 人 
 
●事後アンケート 
① とても高まる・・・・・3 人（生徒 B、D、E） 
② やや高まる・・・・・・2 人（生徒 A、C） 
③ あまり高まらない・・・0 人 
④ 全く高まらない・・・・0 人 
 
・理由を書いてください  
A：たのしいから。 
B：（無記入） 
C：（無記入） 
D：学習しやすい。 
E：（無記入） 
 
 事前と事後を比較すると、生徒 B の回答は肯定側に 1
段階シフトしているが、生徒 A、C の回答は否定側に 1
段階シフトしている。これは、本授業において、物語が
生徒の授業への興味をあまり高められなかったことを
意味すると思われる。なぜ、2 人は否定的な回答にシフ
トしたのだろうか。 
3.2.1.で述べたように本講座では、物語に補助的な役
割やささやかな演出の役割を担わせた。そのため、本授
業の物語では、殺人事件などの大きな事件が起きたり、
登場人物の恋愛模様が描かれたりするなど、視聴率の取
れるドラマのような内容を目指してはいなかった。それ
が、生徒の否定的な回答へのシフトにつながったのだと
思われる。 
また、第 1・2 回の単元における物語と比較して、第
3回～第8回の単元における物語がつまらなかったため、
否定側にシフトした回答をした可能性も考えられる。 
 しかし、全体的な傾向としては、事前・事後において
全員が「とても高まる」「やや高まる」と回答しており、
授業に物語を導入することには否定的ではないことが
分かる。また、生徒 A、C は「やや高まる」と回答して
いる。以上より、物語が全く無いよりは、あった方がよ
いことが示唆される。 
 
5.2. 単元「よりよい働き方を実現するためには…？」
におけるアンケート 
 次に、第 9 回～第 13 回の単元「より良く働くために
は•••？」の事後アンケートにて、生徒に物語を導入し
た授業について興味が高まるかについて調査した結果
を以下に示す。 
 
Q. この講座はストーリーに沿って授業が展開
していきます。ストーリーがあることで授業への興味
が高まりましたか？ 
 
① とても面白かった・・・・・4 人（生徒 A、B、D、E） 
② やや面白かった・・・・・・0 人 
③ あまり面白くなかった・・・0 人 
④ 面白くなかった・・・・・・0 人 
※生徒 Cは無記入  
  
生徒 C は無記入であったが、その他全員の生徒が「と
ても面白かった」を選択した。このアンケート結果だけ
で、授業に物語を導入することの有効性を述べることが
難しいが、物語を導入することにより生徒の興味を引き
出すことは一定程度可能であることがいえる。 
 
6. 考察とまとめ 
 
 これまでの議論をふまえ、物語の考察と研究のまとめ
を行う。以下の 3 つの観点から検討を行う 
 1 つ目は、授業者の物語作成における負担と限界につ
いてである。本研究では、物語を制作したため、授業者
の負担が大きくなった。これは、社会科以外の授業にお
いても同様であるが、物語を制作するためには、物語の
舞台やキャラクター、シナリオを考え、さらにイラスト
を描くことが要求される。イラストについては、本研究
では授業者とは異なるイラスト制作者に制作を依頼し
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たが、どのようなイラストを描いてほしいかとについて、
授業者とイラスト制作者で綿密な打ち合わせをする必
要があった。そのため、本来授業者が検討すべきことと
しては、教育内容、教育方法、教材制作、学習者の実態
等が考えられるが、それらに加えて、物語の作成を行う
ことになり、授業者にとっては負担となる。 
 今回は、大学の研究室のメンバーが選択教科において
実施したため、時間には余裕があり、物語を制作するこ
とができた。しかし、各学校の専任教員が物語を導入し
た授業を行うことは容易ではないと考えられる。 
 また、物語を制作するのであれば、よりよい教育内容
や教育方法を追求すべきであるという考え方もできる
と思われる。 
 だが一方で、5 章で示したアンケートの結果のように、
生徒は全体として、物語に肯定的な意見を持っているこ
とが分かった。教育内容、教育方法の設定や教材の制作
等がおろそかにならないのであれば、物語を取り入れる
ことは授業への興味関心を高める点で有効であること
が示唆される。 
 2 つ目は、社会科授業における物語の設定と展開の限
界についてである。3.2.1. で記述したように、本研究に
おける物語では、現実の社会認識の妨げにならないよう
に物語の設定や展開を制限し、ささやかな演出の役割を
担わせた。その結果、授業において、物語が登場する場
面は、授業の導入、授業展開におけるつなぎの部分、授
業のまとめと次回予告の部分に限られた。 
 2013 年度後期の選択数学「ゲームで学ぶ数学 ～時空
少年探偵ワタル Season1～」では、少年探偵の謎解き
という物語の展開そのものが授業展開と重なるように
作成されており、物語そのものが授業の中心であるとい
える。もちろん、物語の作成だけではなく、教育内容、
教育方法、教材等も十分な検討が行われている。 
 しかし、社会科では物語そのものを授業の中心に置く
と、認識すべき現実社会とファンタジーの世界が混在し
てしまう可能性が考えられる。その場合、生徒はどこま
でが現実社会の事象で、どこからがファンタジーの世界
なのか、混乱してしまうだろう。 
 3 つ目は、物語の提示方法である。上述の通り、本授
業における物語は授業内容を妨げないように配慮して
作成したため、物語のシナリオや授業における使用場面
に制約があった。そのため、生徒には「教材に物語を取
り入れる」ことは説明したが、生徒は本授業の物語を物
語として捉えきれていなかった可能性が考えられる。例
えば、教科書には人物が授業に関することをつぶやくよ
うな挿絵があるが、そのようなものと同じであると捉え
ていたかもしれない。 
それでは、物語のシナリオや授業における使用場面の
制約といった条件は同じままで、生徒に物語であるとは
っきり認識してもらうためにはどうすればよいだろう
か。そのためには物語の提示方法を工夫する必要がある
と思われる。本教材では、物語の提示方法としてプリン
トとスライドを使用した。これは、どちらも静止画であ
る。また、キャラクターのセリフは、キャラクターが複
数人いる場合も、授業者（主に一人）が読み上げていた。 
では、ここにどのような工夫ができるだろうか。例え
ば、アニメーションを入れたり、登場人物ごとにセリフ
を読む人物を変えたりすることが考えられる。こうする
ことで、物語と認識しやすくなるかもしれないと思われ
る。物語のシナリオや授業における使用場面だけではな
く、教材の提示方法を工夫することも今後検討する必要
があるだろう。 
 以上より、社会科は教科の性質上、物語を授業の中心
に据えることは容易ではないと思われる。だが、今回の
ように授業において物語を使用する場面を限定し、学習
者が現実社会と物語の世界を明確に区別することがで
きれば、物語を導入することは可能だと思われる。 
本章で記述した考察をもとに、社会科授業における物
語の導入について、今後さらなる研究を進めていく必要
があると考えられる。 
 
1 「Season1」としたのは、翌年度以降、「Season2」から先の
物語を作成するためである。 
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3 根本淳子・鈴木克明（2005）「ゴールベースシナリオ（GBS）
理論の適応度チェックリストの開発」、日本教育工学会論文誌
29（3）、pp309-318 
4 正式名称は「中央新幹線」であるが、本論文では分かりやす
く「リニア中央新幹線」あるいは「リニア新幹線」と表記する。 
5 授業ではリニア中央新幹線のみではなく、江戸時代の東海道、
明治時代の東海道本線、昭和時代の東海道新幹線のルート計画
も扱い、これらの過去の交通のルート開通による社会変容を手
がかりに、現代のリニア中央新幹線の社会変容を考えることに
した。 
6 働き方の問題点として、授業では就職活動と仕事と子育ての
両立の 2 点に焦点を当てた。 
7 リサーチ・リテラシーの内容である。なお、リサーチ・リテ
ラシーとは、谷岡一郎氏が下記の文献で述べている社会調査を
解読する能力のことである。この部分の単元は、主に下記の文
献を参考に実施した。 
谷岡一郎（2000）『「社会調査」のウソ ―リサーチ・リテラシ
ーのすすめ』文藝春秋 
谷岡一郎（2007）『データはウソをつく ―科学的な社会調査
の方法』筑摩書房 
8 配付プリントは A4 判だが、図 2 はトリミングを施している
ため、サイズが変更となっている。 
9 阿部学（2014）「ある「自由保育」実践のエスノグラフィー 〈リ
アリティ―ファンタジー〉構造の再検討」平成 25 年度千葉大
学大学院人文社会科学研究科博士論文 
10 本単元で取り入れた教材は、ゲーム性を有するためシミュ
レーションゲーム教材と呼ばれるが、ゲーム性のないものもあ
り、その場合は単にシミュレーション教材という。 
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